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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月19日(2012.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　毒性の検証：Ｓｈａｎｇｈａｉ　Ｍｕｎｉｃｉｐａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｄｉｓ
ｅａｓｅ　Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌにより毒性試験を実施した。
Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ，２００２，Ｍｉ
ｎｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｈｅａｌｔｈ　ｏｆ　Ｃｈｉｎａの２．３．１章、２．３．３章、
２．３．８．４章の対応するセクションに従って試験を実施した。結果は、この配合は皮
膚を刺激しない、又は小核誘導効果を有しない非毒性製品であった。
　本願発明に関連する発明の実施形態について以下に列挙する。
[実施形態１]
　医療又は食品器具用の水性潤滑剤エマルションであって、
　（ａ）５重量％～３０重量％の鉱物油と、
　（ｂ）５重量％～３０重量％の、
　　（ｉ）ソルビタン脂肪酸エステル及びポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
の組み合わせ、又は
　　（ｉｉ）オレイルアルコールエーテル及びポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エス
テルの組み合わせ、又は
　　（ｉｉｉ）ソルビタン脂肪酸エステル及びトリエタノールアミンオレエートの組み合
わせから成る乳化剤系であって、前記組み合わせの質量比がいずれも２：８～８：２の範
囲である乳化剤系と、
　（ｃ）０．５重量％～５重量％の、脂肪族アルコール、長鎖脂肪酸、及びジイソオクチ
ルスクシネートスルホネートから成る群から選択される１種以上の補助乳化剤（coemulsi
fier）と、
　（ｄ）残部の水、を含むエマルション。
[実施形態２]
　エマルションの総重量の０．１重量％～２重量％の含有量の防錆剤である添加剤を更に
含む、実施形態１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態３]
　前記防錆剤が、スルホネート、有機カルボン酸及びその塩類、有機リン酸塩、エステル
、有機アミン、及び複素環式化合物から成る群から選択される１種以上である、実施形態
２に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態４]
　被膜形成剤、保存剤、及び消泡剤から成る群から選択される１種以上の助剤である添加
剤を更に含む、実施形態１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態５]
　前記被膜形成剤が、ポリビニルアルコール、水溶性セルロース及びその誘導体、並びに
ポリビニルピロリドンの群から選択される１種以上である、実施形態４に記載の医療又は
食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態６]
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　前記保存剤が、アルコール又はアルデヒド型保存剤、安息香酸及びその誘導体、チアゾ
リドン／イソチアゾリドン、ソルビン酸及びその塩類、ヘキサメチレンアミン、ヒドロキ
シメチルグリシン酸ナトリウム、並びにウンデシレン酸及びその誘導体等から成る群から
選択される１種以上である、実施形態４に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルシ
ョン。
[実施形態７]
　前記消泡剤がポリエーテル型化合物である、実施形態４に記載の医療又は食品器具用水
性潤滑剤エマルション。
[実施形態８]
　前記鉱物油が、４０℃で１０～５０ｍｍ２／ｓの粘度、及び２０℃で０．８２～０．８
６ｋｇ／ｍ３の密度を有する飽和炭化水素型鉱物油である、実施形態１に記載の医療又は
食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態９]
　前記鉱物油が、４０℃で１０～３０ｍｍ２／ｓの粘度、及び２０℃で０．８４～０．８
６ｋｇ／ｍ３の密度を有する飽和炭化水素型鉱物油である、実施形態１に記載の医療又は
食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態１０]
　前記脂肪族アルコールが、１０～３０炭素原子の脂肪炭素鎖を有する直鎖又は分枝鎖脂
肪族アルコールである、実施形態１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション
。
[実施形態１１]
　前記長鎖脂肪酸が、１０～３０炭素原子の脂肪炭素鎖を有する飽和又は不飽和直鎖脂肪
酸である、実施形態１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
[実施形態１２]
　医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルションであって、
　（ａ）５重量％～３０重量％の鉱物油と、
　（ｂ）５重量％～３０重量％の、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステル、オレイルアルコールエーテル、トリエタノールアミンオレエート
から成る群から選択される２種の乳化剤から成る乳化剤系であって、前記２種の乳化剤の
質量比が２：８～８：２の範囲である乳化剤系と、
　（ｃ）０．５重量％～５重量％の、脂肪族アルコール、長鎖脂肪酸、及びジイソオクチ
ルスクシネートスルホネートから成る群から選択される１種以上の補助乳化剤（coemulsi
fier）と、
　（ｄ）水と、を含むエマルション。
[実施形態１３]
　医療又は食品器具を洗浄し、次いで前記医療又は食品器具を実施形態１～１２のいずれ
か一項に記載の水性潤滑剤エマルションで処理することを含む、医療又は食品器具を洗浄
する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療又は食品器具用の水性潤滑剤エマルションであって、
　（ａ）５重量％～３０重量％の鉱物油と、
　（ｂ）５重量％～３０重量％の、
　　（ｉ）ソルビタン脂肪酸エステル及びポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
の組み合わせ、又は
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　　（ｉｉ）オレイルアルコールエーテル及びポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エス
テルの組み合わせ、又は
　　（ｉｉｉ）ソルビタン脂肪酸エステル及びトリエタノールアミンオレエートの組み合
わせから成る乳化剤系であって、前記組み合わせの質量比がいずれも２：８～８：２の範
囲である乳化剤系と、
　（ｃ）０．５重量％～５重量％の、脂肪族アルコール、長鎖脂肪酸、及びジイソオクチ
ルスクシネートスルホネートから成る群から選択される１種以上の補助乳化剤（coemulsi
fier）と、
　（ｄ）残部の水、を含むエマルション。
【請求項２】
　エマルションの総重量の０．１重量％～２重量％の含有量の防錆剤である添加剤を更に
含み、前記防錆剤が、スルホネート、有機カルボン酸及びその塩類、有機リン酸塩、エス
テル、有機アミン、及び複素環式化合物から成る群から選択される１種以上である、請求
項１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
【請求項３】
　添加剤を更に含み、前記添加剤が、
　　　ポリビニルアルコール、水溶性セルロース及びその誘導体、並びにポリビニルピロ
リドンの群から選択される１種以上である、被膜形成剤、
　　　アルコール又はアルデヒド型保存剤、安息香酸及びその誘導体、チアゾリドン／イ
ソチアゾリドン、ソルビン酸及びその塩類、ヘキサメチレンアミン、ヒドロキシメチルグ
リシン酸ナトリウム、並びにウンデシレン酸及びその誘導体から成る群から選択される１
種以上である、保存剤、並びに
　　　ポリエーテル型化合物である、消泡剤、
から成る群から選択される１種以上の助剤である、請求項１に記載の医療又は食品器具用
水性潤滑剤エマルション。
【請求項４】
　前記鉱物油が、４０℃で１０～５０ｍｍ２／ｓの粘度、及び２０℃で０．８２～０．８
６ｋｇ／ｍ３の密度を有する飽和炭化水素型鉱物油である、請求項１に記載の医療又は食
品器具用水性潤滑剤エマルション。
【請求項５】
　前記脂肪族アルコールが、１０～３０炭素原子の脂肪炭素鎖を有する直鎖又は分枝鎖脂
肪族アルコールである、請求項１に記載の医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルション。
【請求項６】
　医療又は食品器具用水性潤滑剤エマルションであって、
　（ａ）５重量％～３０重量％の鉱物油と、
　（ｂ）５重量％～３０重量％の、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステル、オレイルアルコールエーテル、トリエタノールアミンオレエート
から成る群から選択される２種の乳化剤から成る乳化剤系であって、前記２種の乳化剤の
質量比が２：８～８：２の範囲である乳化剤系と、
　（ｃ）０．５重量％～５重量％の、脂肪族アルコール、長鎖脂肪酸、及びジイソオクチ
ルスクシネートスルホネートから成る群から選択される１種以上の補助乳化剤（coemulsi
fier）と、
　（ｄ）水と、を含むエマルション。
【請求項７】
　医療又は食品器具を洗浄し、次いで前記医療又は食品器具を請求項１～６のいずれか一
項に記載の水性潤滑剤エマルションで処理することを含む、医療又は食品器具を洗浄する
方法。
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